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探野 徹＊＊，1一ユ王好排＊＊，高松康生＊弓ニ  
〃：回転数：rpm  
Pr：全圧 kg／m2  
po：最小可聴音圧 kg／m2  
Q：流是 m3／min またはmソs  
点：管軸からの半径方向の距離 mまたはmm   
屈e。＝巽弦長に基づくレイノルズ数  
S．P．L．：音圧レベル dB  
f：巽ピッチ mまたはmm  
打：周速度 m／s  
打↓：羽根車先端の周速度 m／s  
Ⅳ：相対速度 m／s  
Z：音源と管軸上の観測点との距離 m  
γ：空気の比重量 kg／m3  
∂‘：翼後縁の境界層の排除厚さ mまたはmm  
ワ：全圧効率  
β：そり角 度  
ス：動力係数 ＝816クエ／汀γ（1－リ2）玖村〃  
リ：ハブ比  
∈：取付け角 度  
げ：弦節比  
¢：流量係数 ＝4Q／汀（1－リ2）加2〃′  
¢：圧力係数 ＝2gPr／r〔J仁王  
α：角周波数1／s   







る（2）．   
距瑚ノか阿6卿1200紬・…………・… （1）  
ここでEは騒音の音響出力．βは動巽枚数，γは空気  
の比重量，α0は音速，かは翼後緑における後流の幅，  
lγは相対速度．則ま半径方向の距離である．   
この式は次の仮定．すなわち（1）流わの軸方向速   






















2．記   号  
伽：空気中の音速 m／s  
β：動翼枚数  
C：翼弦長 mまたはmm  
β：後流の幅 mまたはmm   
β尺：羽駁車の直径 mまたはmm  
か′：翼後縁の厚み mまたはmm  
且：騒音の音響出力 kgm／s  
g：重力の加速度 m／s2   
g。：比騒音レベル dB  
エ：電動機の入力 kW  
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E＝汀βγ加打‘6β／16帥0α03g ＝……・……… （2）  
ここで，ββは羽根車直径，払こま羽択先端の用達圧で  
ある．以下では式（1）と（2）をそれぞれ理論式，近  







∂∫p＊ と ∂‖＊ との和として次式で定義した．  












層に対して求められた次式で代用する（8）．   
∂＊＝豊c点“一0・2…………・…－………・＝ （4）  
ここで，凡。は翼弦長と相対速度に基づくレイノルズ  
数である・式（4）を式（3）に代入すると巽後縁にお  
ける後流の幅βは次式で表される．   
β＝鋸凡仁一0・2…………………‥・ （5）  
この式を式（1）あるいは（2）に代入すれは∴理論的  
に騒音の音響出力を求めることができる．   
一方，羽根車の回転軸上で，回転面からg離れた点  
の音圧レベルS・P・L・と乱流賢音の音響出力Eとの関  
係は次式で与えられる．   
S・P・L・＝10loglO（3γα0旦／8汀g2po2g）‥t・‥・‥ （6）  
ここで，pOは最小可聴音圧で2．04×10，6kg／m2であ  
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国1実験装置の概要  
（a）扇形案  （b）異形翼  
（c）長コード翼  （d）台形粟  
国 2 羽板率の形状   

























¢＝Pノ去仇2・≠＝Q／‡（ト勒2ぴ‘   
た川2上／箸（トリ肋2U‘8・ワ＝軌  
ここで・♪rは全LL γは空気の比重最∴ 9は重力の  
加速度，佑は羽根先端の周連敗 Qは送風機流量，  
りはハブ比，か〟は羽根車臣敵 いま電動機の入力で  
ある．   
なお．騒音測定帖の流量係数は羽根串によって異な  
るが，だいたい0・21～0．32であり．ほぼ最高効率点  
近傍である．   
すべての騒音測定は送風横の軸中心上で，ベルマウ  










る．   










的に平均したものを実験値としている．   
太い実線は理論値と実験値とが等しいことを，また  
細い実線はこれより ＋1dBだけ平行移動した線を蓑  
羽 根 車l動翼枚数 偲慧引取管チ角腎発禁  
采 形 巽l2，3，4，5，6，8l 85l730l 2．5  
長コード巽l  3  l 387】650l 2．5  
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のである．   
























どの音圧レベルに与える影響について検討した・   
































る．   
この固から明らかなようにlγ‘の値を用いれば，近  
65  70  
喜主レでノLの注講壇 d5  
7S  





















6さ  「D  
壬生しヾルの近－i、こ注論逼 d∋  
「5  
図6 昔圧レベルの実験値と近似理論値との比較  




果を表し得るものと想われる，   





災と 6り％弦i之扇形ジ認に対する実験点，△印は沢形翼  
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このことについて検討する．   


























（このため図5および6ではそり角が300 と100の  
















である．以下にこのことについて検討する．   
図10は異形巽，扇形巽（60％弦長および100％  
弦長），円弧翼の各羽根車の音圧レベルを二乗平均半  
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図10 昔圧レベルに与える弦節比の影響   
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図9 音圧レベルに与えるそり角の影響  
深野 徹，1巳］三吊∵雛＼手■石松ムi更生  日本機械学会論文封‡（打；2部）  ．117Jl  
れろことがわかる．また，名羽社用壬ともにβT比が  
】．1×102近傍に比騒昔レベルの梯小値がみられ．騒  















に予測することが可能となる．   
図13～15はその一例を示したものである．図13は  
♂m／β とか仇／Cれ との関係を翼後縁の厚みをパラメー  
タとして図示したものであり，図14ほ騒音の音響出  
力Eとβr比との関係を示したものである．   
羽根車が与えられるとαm／βが算定できるので，図   
ここでは成節比αm と．βmをCmで無次元化した  
βm／Cm との椚を拭軸にとった（漁宇別ほ二乗平均半  
径における脇であることを意味する）．このげ爪 と  
ム㌦／C机のも‘臼ま次式にホすように．ββ爪に比例する最  
であり，また後流の幅βm とピッチ㍍との比でもあ  
ろ．したがって，以‾Fではこれをβr比と名づけ，  
βr尺 と表す．  
βr月＝げ爪＝＝  ・・…………・ （8）  







る．   
図11には音圧レベルのほか，次式で定義される比  
騒音レベルg∫ も破線で図示されている．  
K，＝S．P．L．rlOloglOQPT2 …‥＝・……‥・・ （9）  
ここで，S．P．L．は音圧レベルdB，（＝ま送風撥流量  
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可能である．   
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・〔回答〕 （1）Richardsのいう圧力騒音と乱流  
騒音はLigbtbillのいう空力騒音のうち，前者が双極  
子音源．後者が四操子音源に対応している，これに対   
討   




LighthillあるいはE．J．Riehards らがいう圧力騒  
音，乱流騒音（forced noise，且OW nOise）などとど  
のような関連が考えられるのか．   
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